






























































































































































c）村川邸 設計平面図 仕様書「畳建具ノ部」 明治43年（1910）
1階母屋の南側 引通しガラス戸縁側 引違障子部屋

















































































② 引通しガラス戸縁側 引違障子部屋 明治43年（1910）の1例
（引通しガラス戸は座敷南面のみ。その他の箇所は①）






























































































































































































































































































































































































































































凡例 ◆蔀を使った例 ●広縁先を開放している例 ▼腰高障子を使っている例 ▲表に引違板戸（或は格子戸，舞良戸）を入れて
いる例 ◎引通し雨戸を用いる例
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以上の例で十分とは思わないが，外回りの建具の組み合わせに変化が起こっているのは主に1600
年代であることがわかるので，必要な時代の例は満たしていると考えている。
この表からくみ取ることができることは，
1，◆印 外側に蔀戸を使っている例は，この表に含まれていない古代にはしばしばみられ，中世
にも表で上げた例のほかにもしばしばみられるが，近世の例としては明暦江戸大火以前の御三
家の江戸上屋敷の広間にみられたように，大名の上屋敷にも建てられることがあったが，東福
門院の入内に際して建てられた対面所に中門を備えた形式が使われてから，幕府を象徴する建
築様式と考えられるようになったためか，江戸城本丸並びに西丸の大広間以外には，管見の及
ぶ限り，見出すことができない。遺構でも，三宝院表書院（慶長3年1598）くらいである。従
って，形式として建て続けられた江戸城の本丸及び西丸御殿の大広間を別とすれば，蔀は
1620年代頃から使われなくなったと考えてよかろう。
2，●印 部屋の外に板敷広縁を持ち，広縁先には建具を立てない形式も，中世の様相を考えると
中世から受け継いだ形式と考えられる。この形式には，広縁先の落縁の外側に建具を入れる場
合が現れるが，遺構では1641年の知恩院大方丈小方丈を最後にみられなくなる。
3，▼印 腰高障子を使う場所は，いずれも広縁の内側，即ち部屋の広縁側である。しかし，その
外側である広縁外側では，建具を用いない場合と，建具を用いる場合とがある。少ない例で確
かなことは言えないが，時代が下ると，外側を引通し雨戸で閉ざすようになるのではないかと
思われる。
4，▲印 広縁の外側に，引違の舞良戸等の板戸と障子を立てる例である。広縁の内側の建具は，
引違障子，引違腰高障子，引違舞良戸と障子とさまざまであるが，多くの場合，広縁は畳敷き
の入側である。
5，◎印 落縁外側に柱を立て，引違の雨戸を入れる例が，雨戸を用いる最初の形式である。その
場合も軒の構造は通常の場合と変わらず，落縁外側に立てる柱は，この柱がない場合と同じ化
粧垂木の軒の途中に立っていて，不自然である。この構造から，この柱（および雨戸）が当初
は仮設であったのではないかと考えられる。しかし，瑞巌寺本堂では，この柱を広縁外側の柱
をつなぐ桁と海老虹梁で結んでいて，仮設とはみえない。
引通し雨戸は，名古屋城本丸御殿広間（表書院）の指図に見られるものが戸袋だとすれば早
い例であるが，遺構では引違の板戸と障子であったので，確認ができない。引通しの建具とし
ては，姫路城大天守（慶長15年1610）地階の土戸の例があるが，明確に引通し雨戸の例として
は，二条城二の丸御殿の大広間と小広間（黒書院）の例が最初の遺構である。この場合は，替
障子を伴っていた。その後，引通し雨戸は外回り建具の主流になり，雨戸内の柱通りに引違障
子を入れるようになる。しかし，中下級武士の住宅や町屋では，障子を入れないで雨戸だけ
の場合が普通である。
以上の経過から，明治の都市住宅で用いられた雨戸の形式は，江戸時代末期の中下級武士の住宅
や町屋で用いられていた雨戸の形式であったことがわかる。
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